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元
日
、
高
齢
化
・
過
疎
化
が
進
む
能
登
地
方
を
最

大
震
度
七
の
地
震
が
襲
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
震
災
の
経
験
か
ら
対
応
で
き
た
こ
と

が
あ
る
一
方
、新
た
な
課
題
も
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

地
域
の
自
治
力
低
下
が
顕
在
化
し
、
地
盤
変
動
・
隆

起
、
公
費
解
体
の
手
続
き
の
遅
れ
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

と
り
わ
け
上
下
水
道
の
長
期
寸
断
は
、
生
業
再
建
や

住
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
高
齢
化
率
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
住
宅
の
耐
震

化
率
の
低
さ
が
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
地
震
、
二
一
年

末
か
ら
の
群
発
地
震
と
二
三
年
地
震
で
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
弱
っ
て
い
た
古
い
建
物
は
長
周
期
地
震
動
に

耐
え
き
れ
な
か
っ
た
。
社
会
福
祉
法
人
が
提
供
し
た

送
迎
車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
動
画
は
、
発
災

の
瞬
間
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
津
波
も
映
し
て
い

る
。
深
夜
早
朝
で
、
積
雪
が
あ
っ
た
ら
、
よ
り
甚
大

な
被
害
と
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
能
登
南
部
の
邑
知
平
野
（
羽
咋
市
～
七
尾
市
間
）

よ
り
北
の
海
岸
線
は
、
砂
地
と
海
岸
段
丘
・
傾
斜
地

が
多
く
、
少
な
い
平
地
に
人
口
が
集
中
し
て
い
る
。

能
登
北
部
（
奥
能
登
）
と
つ
な
が
る
主
な
道
路
は
、

能
登
半
島
を
一
周
す
る
国
道
二
四
九
号
線
（
外
浦
・

内
浦
）
と
自
動
車
専
用
道
の
と
里
山
海
道
（
丘
陵
）

で
あ
る
。
こ
の
三
ル
ー
ト
の
各
所
で
被
害
が
あ
り
、

生
活
や
復
興
支
援
活
動
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
。

　
能
登
半
島
は
も
っ
と
も
狭
い
と
こ
ろ
で
一
〇
キ
ロ

強
で
あ
る
。
こ
の
外
浦
に
原
発
が
立
地
す
る
。
三
〇

キ
ロ
圏
に
は
能
登
島
ま
で
が
入
る
が
、
こ
の
圏
内
に

孤
立
集
落
が
発
生
し
た
。
原
子
力
災
害
と
の
複
合
災

害
と
な
っ
た
場
合
、
南
北
の
陸
路
移
動
が
で
き
な
く

な
る
。
ま
た
、
大
規
模
な
地
盤
隆
起
で
は
海
上
避
難

も
難
し
く
な
る
。
半
島
の
成
り
立
ち
は
世
界
農
業
遺

産
・
能
登
の
里
山
里
海
と
関
わ
る
。
こ
れ
を
理
解
し

て
い
れ
ば
地
盤
隆
起
を
「
想
定
外
」
と
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
震
災
後
、
能
登
地
方
に
所
用
で
三
回
訪
問
し
た
。

　
二
月
下
旬
。
能
登
南
部
に
入
る
と
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

が
目
立
ち
始
め
る
。
行
動
し
た
範
囲
で
は
古
い
建
物

が
多
い
が
、
傾
き
は
あ
る
も
の
の
倒
壊
の
建
物
は
な

さ
そ
う
だ
っ
た
。
自
治
体
庁
舎
周
辺
は
、
地
面
が
波

打
ち
、
河
川
護
岸
が
崩
れ
て
い
た
。

　
Ｇ
Ｗ
二
日
目
。
宿
泊
先
の
金
沢
市
か
ら
能
登
へ
向

か
う
と
、の
と
里
山
海
道
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
宅・

親
類
宅
へ
向
か
う
車
で
金
沢
市
内
と
変
わ
ら
な
い
ほ

ど
混
雑
し
て
い
た
。

　
Ｇ
Ｗ
最
終
日
。
二
〇
〇
七
年
地
震
で
も
被
害
を
受

け
た
輪
島
市
門
前
地
区
を
経
由
し
て
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
で
設
置
し
て
話
題
と
な
っ
た
イ
カ
キ
ン
グ
ま

で
足
を
運
ん
だ
。
門
前
中
心
部
の
被
害
は
甚
大
だ
っ

た
。
休
日
の
た
め
か
Ｇ
Ｗ
最
終
日
の
た
め
か
、
静
か

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
あ
ま
り
み
か
け
な
か
っ
た
。

　
防
災
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　
福
祉
避
難
所
は
ほ
ぼ
開
設
で
き
な
か
っ
た
。ま
た
、

発
災
時
、
祖
父
（
関
東
大
震
災
前
の
幼
少
期
に
東
京

か
ら
移
住
）
を
避
難
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
二

回
目
の
揺
れ
が
襲
っ
た
。
要
支
援
で
な
い
が
、
ガ
ー

ド
付
き
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
っ
て
い
た
た
め
外
に
出
る

だ
け
で
思
い
の
ほ
か
手
間
取
っ
た
。
両
親
だ
け
で
は

さ
ら
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
被
害
が
大
き
か
っ
た
三
市
三
町
の
う
ち
、
珠
洲
市

と
穴
水
町
を
除
き
平
成
の
合
併
を
経
験
し
て
い
る
。

総
務
省
の
「
地
方
公
共
団
体
定
員
管
理
調
査
」
で
二

〇
〇
六
年
四
月
と
二
三
年
四
月
の
一
般
行
政
職
を
確

認
す
る
と
、三
市
三
町
あ
わ
せ
て
二
四
一
人
減
少（
減

少
率
二
四
・
〇
％
）
し
て
い
る
。
ま
た
、
対
口
支
援

で
一
日
当
た
り
最
大
一
二
六
三
人
だ
っ
た
職
員
派
遣

も
順
次
終
了
し
、
長
期
派
遣
へ
移
行
し
て
い
る
。
要

請
し
た
人
員
を
確
保
で
き
ず
、
公
費
解
体
に
関
わ
る

職
員
や
保
健
師
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
。

　
思
い
が
け
な
い
再
会
も
あ
っ
た
。
同
級
生
の
自
治

体
職
員
が
復
興
に
向
け
奮
闘
・
苦
悩
し
て
い
る
姿
が

テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
た
。
他
の
自
治
体
で
は
防
災

担
当
職
員
も
い
る
。
議
員
も
い
る
。
落
ち
着
い
た
こ

ろ
に
経
験
を
聞
き
た
い
と
思
う
。

　
道
内
に
も
道
路
の
寸
断
で
孤
立
す
る
可
能
性
の
高

い
地
域
が
あ
る
。
冬
季
の
複
合
災
害
を
想
定
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
つ
つ
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
態
を
意
識
し
て
、
限
ら
れ
た
資
源
で
最

善
の
方
策
が
と
れ
る
よ
う
社
会
全
体
の
意
識
を
高
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
「
能
登
は
や
さ
し
さ
や
土
ま
で
も
」「
我
慢
強
い
」

と
言
わ
れ
る
風
土
で
あ
る
。
能
登
の
里
山
里
海
に
あ

る
五
感
に
響
く
け
し
き
は
、
震
災
を
超
え
て
、
よ
り

強
く
感
じ
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

＜

し
か
た
に　
ゆ
う
い
ち
・
北
海
学
園
大
学
法
学
部
教
授＞

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
思
う
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